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働く人の感情調査レポート
～ジェイフィールによる人・組織の感情分析_第４回～



本調査のサマリー

• コロナウィルスが5類に移行してから1年間で、働く人の感情にどのような影響があったの
かを定点観測をした。

• 働く人の感情を23年度と24年度で比べてみると、あきらめ感が極めて高くなっていたが、
仕事の手応え感を示す効率実感や創造実感は激減していた。

• マネジャーと一般職層の感情を23年度と24年度で比べてみると、どちらの年度も
マネジャーの方がポジティブな感情が強く、ネガティブな感情が低かった。

• 上司部下、同僚とのコミュニケーションの量を見てみると、昨年度と今年度で大きな
違いはなかった。しかし、コミュニケーションの質を見てみると、仕事以外の相談がしづらく
なり、未来の会話もしづらくなっている様子が伺えた。

• コロナ禍の約３年間を経て、価値観の変化について聞いてみたが、一番多かったのは
「大きな変化はない」であった。ただし、次点では「仕事をお金のため」と割り切る人が
増加しており、思いが離れていく様子が伺えた。

上記のことから、会社や組織、働き方に大きな影響を与えると思われたコロナ禍を経たが、
社会全体ではそれほど大きな行動変容や価値観の変化につながらなかったと言えそうだ。

今では、コロナ禍以前の状況に戻っているため、個人として割り切る人が多くなり、人々の
あきらめ感につながっていると推察される。そのため、未来に希望を持つことが難しくなって
いるのではないかと懸念される。
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Q.あなた/職場（周囲）が職場で働いていてるときの気持ちを聞く質問です。

最近の環境下で、あなた自身/職場（周囲）の気持ちに、どのようなものがありますか。

自分感情／組織感情 TOP5 時系列比較
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• 自分感情、組織感情ともに「あきらめ感」がトップになった。

• 自分感情では、トップ5 から「効率実感」が消え、「沈滞感」が入った。組織感情では、「緊張感」
の高まりが見受けられた。

• お互いに連携しようする動きはあるものの、コロナ禍を経て会社にあまり変化が見受けられず、
また、忙しさが戻ってきたため、この様な状態になっているのではないだろうか。

2023年4月調査（N=315）

2024年5月調査（N=315）

自分感情

[認め合い感] 一人ひとりの良さ、長所を認め合おうという気持ち

[効率実感] 効率的に仕事ができている実感

[支え合い感] お互いに支え合おう、助け合おうという気持ち

[燃え尽き感] 自分一人でどうにかしなければならないという気持ち

[あきらめ感] なんとしても、この状況は変わらないという気持ち

66.0

62.9

62.2

56.2

54.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

[あきらめ感] なんとしても、この状況は変わらないという気持ち

[支え合い感] お互いに支え合おう、助け合おうという気持ち

[認め合い感] 一人ひとりの良さ、長所を認め合おうという気持ち

[沈滞感] なんとなく気が重い、やる気がでないという気持ち

[燃え尽き感] 自分一人でどうにかしなければならないという気持ち
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組織感情

[認め合い感] 一人ひとりの良さ、長所を認め合おうという気持ち

[支え合い感] お互いに支え合おう、助け合おうという気持ち

[効率実感] 効率的に仕事ができている実感

[安心感] 自分のことを周囲が受け入れてくれているという気持ち

[連帯感] 一緒に苦労をして、乗り越えようという気持ち
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[あきらめ感] なんとしても、この状況は変わらないという気持ち

[支え合い感] お互いに支え合おう、助け合おうという気持ち

[安心感] 自分のことを周囲が受け入れてくれているという気持ち

[認め合い感] 一人ひとりの良さ、長所を認め合おうという気持ち

[緊張感] いつも追い立てられている、気が抜けないという気持ち
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50.8
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2023年4月調査（N=315）

2024年5月調査（N=315）



GAP

[不安感] 不安な気持ち 4.1 

[沈滞感] なんとなく気が重い、やる気がでないという気持ち 7.0 

[あきらめ感] なんとしても、この状況は変わらないという気持ち 10.5 

[安心感] 自分のことを周囲が受け入れてくれているという気持ち 1.0 

[支え合い感] お互いに支え合おう、助け合おうという気持ち -1.0 

[認め合い感] 一人ひとりの良さ、長所を認め合おうという気持ち -8.6 

[苛立ち感] 相手が理解してくれないという気持ち 1.9 

[不信感] 相手が何を考えているのかわからないという気持ち 2.5 

[不信感] 相手を受け入れられない、信じられないという気持ち 9.2 

[緊張感] いつも追い立てられている、気が抜けないという気持ち 7.6 

[主体感] 自分が「引っ張っていく」という気持ち -1.6 

[主体感] 新しいことにチャレンジしようという気持ち -1.0 

[連帯感] 一緒に苦労をして、乗り越えようという気持ち -1.3 

[高揚感] 職場が楽しいという気持ち -6.7 

[高揚感] 将来に対してワクワクする気持ち -4.1 

[創造実感] 創造的に仕事ができている実感 -14.3 

[効率実感] 効率的に仕事ができている実感 -21.3 

[存在実感] 周囲から必要とされている実感 1.3 

[燃え尽き感] 自分一人でどうにかしなければならないという気持ち 1.0 

[引きこもり感] お互いに踏み込まない、関わらない、自分は孤独だという気持ち -2.9 

[ぬるま湯感] 最後には誰かがやってくれる、なんとかしてくれるという気持ち 0.3 
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2024年5月調査 (N=315) 2023年4月調査 (N=315)

自分感情／組織感情 時系列比較
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• 昨年度の同時期と比べると、自分感情では「あきらめ感」が高まり、「創造実感」、「効率実感」が
下がっていた。

• 組織感情を見ると、「ぬるま湯感」が高まり、「認め合い感」と「効率実感」が下がっていた。

• コロナ禍を経て何か変化の兆しを感じるも、大きな行動変容がなかったことが要因ではないだろうか。

自分感情

組織感情 GAP

[不安感] 不安な気持ち 6.3 

[沈滞感] なんとなく気が重い、やる気がでないという気持ち 3.2 

[あきらめ感] なんとしても、この状況は変わらないという気持ち 8.3 

[安心感] 自分のことを周囲が受け入れてくれているという気持ち -1.9 

[支え合い感] お互いに支え合おう、助け合おうという気持ち -6.0 

[認め合い感] 一人ひとりの良さ、長所を認め合おうという気持ち -9.8 

[苛立ち感] 相手が理解してくれないという気持ち 2.9 

[不信感] 相手が何を考えているのかわからないという気持ち 3.8 

[不信感] 相手を受け入れられない、信じられないという気持ち 7.3 

[緊張感] いつも追い立てられている、気が抜けないという気持ち 6.0 

[主体感] 自分が「引っ張っていく」という気持ち -4.4 

[主体感] 新しいことにチャレンジしようという気持ち -4.8 

[連帯感] 一緒に苦労をして、乗り越えようという気持ち -4.1 

[高揚感] 職場が楽しいという気持ち -4.4 

[高揚感] 将来に対してワクワクする気持ち -4.8 

[創造実感] 創造的に仕事ができている実感 -5.1 

[効率実感] 効率的に仕事ができている実感 -13.0 

[存在実感] 周囲から必要とされている実感 -1.3 

[燃え尽き感] 自分一人でどうにかしなければならないという気持ち -1.6 

[引きこもり感] お互いに踏み込まない、関わらない、自分は孤独だという気持ち 8.3 

[ぬるま湯感] 最後には誰かがやってくれる、なんとかしてくれるという気持ち 9.8 
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2024年5月調査 (N=315) 2023年4月調査 (N=315)

Q.あなた/職場（周囲）が職場で働いていてるときの気持ちを聞く質問です。
最近の環境下で、あなた自身/職場（周囲）の気持ちに、どのようなものがありますか。
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GAP

[不安感] 不安な気持ち 4.7 

[沈滞感] なんとなく気が重い、やる気がでないという気持ち 2.4 

[あきらめ感] なんとしても、この状況は変わらないという気持ち 10.8 

[安心感] 自分のことを周囲が受け入れてくれているという気持ち 4.2 

[支え合い感] お互いに支え合おう、助け合おうという気持ち 0.5 

[認め合い感] 一人ひとりの良さ、長所を認め合おうという気持ち -9.4 

[苛立ち感] 相手が理解してくれないという気持ち 0.0 

[不信感] 相手が何を考えているのかわからないという気持ち 3.3 

[不信感] 相手を受け入れられない、信じられないという気持ち 9.4 

[緊張感] いつも追い立てられている、気が抜けないという気持ち 4.7 

[主体感] 自分が「引っ張っていく」という気持ち -3.8 

[主体感] 新しいことにチャレンジしようという気持ち 0.0 

[連帯感] 一緒に苦労をして、乗り越えようという気持ち 0.0 

[高揚感] 職場が楽しいという気持ち -5.7 

[高揚感] 将来に対してワクワクする気持ち -1.4 

[創造実感] 創造的に仕事ができている実感 -11.3 

[効率実感] 効率的に仕事ができている実感 -18.9 

[存在実感] 周囲から必要とされている実感 2.4 

[燃え尽き感] 自分一人でどうにかしなければならないという気持ち -1.9 

[引きこもり感] お互いに踏み込まない、関わらない、自分は孤独だという気持ち -1.9 

[ぬるま湯感] 最後には誰かがやってくれる、なんとかしてくれるという気持ち 0.0 
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GAP

[不安感] 不安な気持ち 2.9 

[沈滞感] なんとなく気が重い、やる気がでないという気持ち 16.5 

[あきらめ感] なんとしても、この状況は変わらないという気持ち 9.7 

[安心感] 自分のことを周囲が受け入れてくれているという気持ち -5.8 

[支え合い感] お互いに支え合おう、助け合おうという気持ち -3.9 

[認め合い感] 一人ひとりの良さ、長所を認め合おうという気持ち -6.8 

[苛立ち感] 相手が理解してくれないという気持ち 5.8 

[不信感] 相手が何を考えているのかわからないという気持ち 1.0 

[不信感] 相手を受け入れられない、信じられないという気持ち 8.7 

[緊張感] いつも追い立てられている、気が抜けないという気持ち 13.6 

[主体感] 自分が「引っ張っていく」という気持ち 2.9 

[主体感] 新しいことにチャレンジしようという気持ち -2.9 

[連帯感] 一緒に苦労をして、乗り越えようという気持ち -3.9 

[高揚感] 職場が楽しいという気持ち -8.7 

[高揚感] 将来に対してワクワクする気持ち -9.7 

[創造実感] 創造的に仕事ができている実感 -20.4 

[効率実感] 効率的に仕事ができている実感 -26.2 

[存在実感] 周囲から必要とされている実感 -1.0 

[燃え尽き感] 自分一人でどうにかしなければならないという気持ち 6.8 

[引きこもり感] お互いに踏み込まない、関わらない、自分は孤独だという気持ち -4.9 

[ぬるま湯感] 最後には誰かがやってくれる、なんとかしてくれるという気持ち 1.0 
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2024年5月調査 (N=103) 2023年4月調査 (N=103)

自分感情 時系列比較 マネジャー＆係長/一般社員①
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• 昨年度と今年度の時系列をマネジャー層と一般職層で区切ってみると、今年度のマネジャー層で
は「沈滞感」、「緊張感」といういわゆるネガティブな感情が高まり、「創造実感」、「効率実感」と
いう仕事の手応え感を示す効力感が大幅に下がっていることが分かった。

• 今年度の一般職層では「あきらめ感」が高まり、「創造実感」、「効率実感」はマネジャー層同様に
下がっていた。

• 階層別に見ても、ネガティブな感情が高まり、効力感が下がっている様子が伺えた。

マネジャー

係長/一般社員

※GAP=2024年5月調査－2023年4月調査※数値は、「高い」＋「やや高い」と回答した割合
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• マネジャー層と一般社員層を比べてみると、23年度、24年度ともに、マネジャー層の方が
ポジティブな感情が高く、ネガティブな感情が低いことが分かった。

• マネジャーの方がイキイキして働き、孤軍奮闘している様子が伺えた。

2023年４月調査

2024年5月調査

※GAP=2024年5月調査－2023年4月調査※数値は、「高い」＋「やや高い」と回答した割合

自分感情 時系列比較 マネジャー＆係長/一般社員②

GAP

[不安感] 不安な気持ち -12.4 

[沈滞感] なんとなく気が重い、やる気がでないという気持ち -7.0 

[あきらめ感] なんとしても、この状況は変わらないという気持ち -17.4 

[安心感] 自分のことを周囲が受け入れてくれているという気持ち 2.6 

[支え合い感] お互いに支え合おう、助け合おうという気持ち 7.1 

[認め合い感] 一人ひとりの良さ、長所を認め合おうという気持ち 12.7 

[苛立ち感] 相手が理解してくれないという気持ち -7.3 

[不信感] 相手が何を考えているのかわからないという気持ち -8.1 

[不信感] 相手を受け入れられない、信じられないという気持ち -16.8 

[緊張感] いつも追い立てられている、気が抜けないという気持ち -8.1 

[主体感] 自分が「引っ張っていく」という気持ち 27.6 

[主体感] 新しいことにチャレンジしようという気持ち 15.3 

[連帯感] 一緒に苦労をして、乗り越えようという気持ち 12.5 

[高揚感] 職場が楽しいという気持ち 14.1 

[高揚感] 将来に対してワクワクする気持ち 2.8 

[創造実感] 創造的に仕事ができている実感 13.4 

[効率実感] 効率的に仕事ができている実感 7.5 

[存在実感] 周囲から必要とされている実感 11.2 

[燃え尽き感] 自分一人でどうにかしなければならないという気持ち -2.7 

[引きこもり感] お互いに踏み込まない、関わらない、自分は孤独だという気持ち -4.4 

[ぬるま湯感] 最後には誰かがやってくれる、なんとかしてくれるという気持ち -6.0 
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マネジャー (N=103) 係長/一般社員 (N=212)

GAP

[不安感] 不安な気持ち -10.6 

[沈滞感] なんとなく気が重い、やる気がでないという気持ち -21.2 

[あきらめ感] なんとしても、この状況は変わらないという気持ち -16.2 

[安心感] 自分のことを周囲が受け入れてくれているという気持ち 12.6 

[支え合い感] お互いに支え合おう、助け合おうという気持ち 11.4 

[認め合い感] 一人ひとりの良さ、長所を認め合おうという気持ち 10.1 

[苛立ち感] 相手が理解してくれないという気持ち -13.2 

[不信感] 相手が何を考えているのかわからないという気持ち -5.8 

[不信感] 相手を受け入れられない、信じられないという気持ち -16.1 

[緊張感] いつも追い立てられている、気が抜けないという気持ち -16.9 

[主体感] 自分が「引っ張っていく」という気持ち 20.9 

[主体感] 新しいことにチャレンジしようという気持ち 18.2 

[連帯感] 一緒に苦労をして、乗り越えようという気持ち 16.4 

[高揚感] 職場が楽しいという気持ち 17.1 

[高揚感] 将来に対してワクワクする気持ち 11.1 

[創造実感] 創造的に仕事ができている実感 22.5 

[効率実感] 効率的に仕事ができている実感 14.8 

[存在実感] 周囲から必要とされている実感 14.5 

[燃え尽き感] 自分一人でどうにかしなければならないという気持ち -11.4 

[引きこもり感] お互いに踏み込まない、関わらない、自分は孤独だという気持ち -1.5 

[ぬるま湯感] 最後には誰かがやってくれる、なんとかしてくれるという気持ち -7.0 
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43.7

63.1

69.9

72.8

35.0

44.7

30.1

35.0

54.4

61.2

63.1

55.3

42.7

61.2

72.8

62.1

48.5

48.5

35.9

51.4

57.1

59.9

50.5

58.5

62.7

48.1

50.5

46.2

51.9

33.5

42.9

46.7

38.2

31.6

38.7

58.0

47.6

59.9

50.0

42.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

マネジャー (N=103) 係長/一般社員 (N=212)
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▮上司・部下とのコミュニケーション頻度
 時系列比較

Copyright© J.Feel Inc.

⚫ 昨年度と比べると、コミュニケーションの頻度（量）は大きく変わっていない。

⚫ 他方で、「コミュニケーションが取れていない」が約２倍になっているが、劇的に増えているとは
言えない。

⚫ コロナ禍を経てもコミュニケーションの頻度は大きくは変わっていないと言えそうだ。

2021年1月調査（N=310）

2023年4月調査（N=315）

2024年5月調査（N=264）
勤続5年以上ベース

6

Q.あなたの上司や部下とのコミュニケーションで該当するものを選んでください。



▮上司・部下とのコミュニケーション内容（質）
増加ー減少GAP

Copyright© J.Feel Inc.7

⚫ 上下間のコミュニケーションの内容では、一般職層が上司に対して「仕事以外の不安や悩みの
相談」をしなくなる傾向が顕著に出ていた。

⚫ 上司は部下と色々な話をしているという認識が高く、一般職層との認識のGAPが如実に出た。

⚫ コロナ禍が終わり、お互いに仕事中心の会話が増えたため、認識のGAPを生んでいる可能性が
ある。
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仕事を進めるうえで必要なコミュニケーショ
ン

仕事上の不安や悩みの相談

仕事以外の不安や悩みの相談

今後の仕事をどうすべきかの話し
合い

会社や事業の将来についての話し合い

社会の未来についての話し合い

増
加
の
ほ
う
が
多
い

減
少
の
ほ
う
が
多
い

2021年1月 2023年4月 2024年5月

-30pt

-20pt

-10pt

0pt

10pt

20pt

30pt

係長/一般社員

仕事を進めるうえで必要なコミュニケー
ション

仕事上の不安や悩みの相談

仕事以外の不安や悩みの相談

今後の仕事をどうすべきかの話し
合い会社や事業の将来についての話し合い

社会の未来についての話し合い

増
加
の
ほ
う
が
多
い

減
少
の
ほ
う
が
多
い



▮同僚とのコミュニケーション頻度
 時系列比較
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⚫ 同僚とも、コミュニケーションが「取れていない」が増加しているが、コロナ禍前と大差はなかった。

⚫ 同僚間ではある程度コミュニケーションが取れている様子が伺えた。

2021年1月調査（N=310）

2023年4月調査（N=315）

2024年5月調査（N=264）
勤続5年以上ベース

8

Q.あなたの同僚とのコミュニケーションで該当するものを選んでください。
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⚫ 同僚とのコミュニケーションの内容は、マネジャー層では仕事上のコミュニケーション以外は減少
傾向にあり、将来の話や仕事以外の不安、悩みを相談しづらくなってきている様子が伺えた。

⚫ 一般職層で見ると、「社会の未来」についての話し合いと「仕事以外の不安や悩み」を相談
しづらくなっている様子が伺えた。

⚫ 「仕事以外の不安や悩みの相談」については、前述の上下間のみならず、同僚間においても
低下していた。

▮同僚とのコミュニケーション内容（質）
増加ー減少GAP

2021年1月 2023年4月 2024年5月
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今後の仕事をどうすべきかの話し
合い会社や事業の将来についての話し合い
社会の未来についての話し合い
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加
の
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う
が
多
い
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少
の
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う
が
多
い
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仕事以外の不安や悩みの相談
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増
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少
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▮コロナ禍による価値観の変化 役職別

• コロナ禍という大きなできごとがあっても、「価値観に変化がない」が一番多かった。

• 価値観の変化で一番多かった項目は、「仕事はお金のために割り切る気持ちが強まった」であった。

• マネジャーと一般層でリモートワークの働き方を求める声についてGAPがあることが分かった。

※全体に比較して ＋10pt ＋5pt －5pt －10pt

仕事はお

金や生活

のためと割

り切る気

持ちが強

くなった

もっと自分

の時間や

家族との

時間を増

やしたいと

思うように

なった

リモート

ワークでの

働き方を

中心にし

たいと思う

ようになっ

た

仕事中心

の生き方

に疑問を

持つように

なった

より良い

仕事、働

き方を求

めて、転

職を考え

るように

なった

自分の世

界を広

げ、より変

化に適応

し続けた

いと思うよ

うになった

会社の事

情を最優

先しなけ

ればならな

いという意

識が減っ

た

苦手な人

とのコミュ

ニケーショ

ンをより取

らなくなっ

た

管理職に

なりたくな

いという気

持ちが強

くなった

同僚やメ

ンバーと

もっとより

良い関係

になりたい

と思うよう

になった

より今の

仕事を頑

張ろうと思

うように

なった

リスクを恐

れず、新

しいことに

チャレンジ

したいと思

うように

なった

社会課題

に関心を

向け、より

社会に貢

献したいと

思うように

なった

より会社

に貢献し

ようと思う

ようになっ

た

その他 自分の考

え方や価

値観に変

化はない

全体 N=315 25.7 22.2 19.7 14.6 14.3 12.1 10.8 10.5 10.5 9.8 9.5 7.9 6.3 5.7 0.3 31.4 

マネジャー N=103 24.3 23.3 13.6 14.6 10.7 12.6 15.5 10.7 7.8 14.6 9.7 9.7 7.8 5.8 1.0 34.0 

係長/一般社員 N=212 26.4 21.7 22.6 14.6 16.0 11.8 8.5 10.4 11.8 7.5 9.4 7.1 5.7 5.7  - 30.2 

(%)

0%

10%

20%

30%

40%

全体 マネジャー 係長/一般社員

10

Q.コロナ禍（での職場/周囲の状況やその後の変化）を経験したことで、仕事に対するあなたの考え
方や価値観に変化はありましたか？
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▮コロナ禍による価値観の変化 年齢別

• 年齢別に見ると、60代はコロナ禍でも動じておらず、加えて、多くの人が出社してみんなに会いたい
と思っている様子が伺える。

• 30代はお金のための割り切り、リモートワーク中心で効率優先、ライフ中心に対する価値観が
強まった傾向が伺える。
さらには、管理職を避ける傾向にありそうだ。30代は他世代に比べて仕事に対する価値観が
大きく変化していたと言えるだろう。

※全体に比較して ＋10pt ＋5pt －5pt －10pt

仕事はお

金や生活

のためと割

り切る気

持ちが強

くなった

もっと自分

の時間や

家族との

時間を増

やしたいと

思うように

なった

リモート

ワークでの

働き方を

中心にし

たいと思う

ようになっ

た

仕事中心

の生き方

に疑問を

持つように

なった

より良い

仕事、働

き方を求

めて、転

職を考え

るように

なった

自分の世

界を広

げ、より変

化に適応

し続けた

いと思うよ

うになった

会社の事

情を最優

先しなけ

ればならな

いという意

識が減っ

た

苦手な人

とのコミュ

ニケーショ

ンをより取

らなくなっ

た

管理職に

なりたくな

いという気

持ちが強

くなった

同僚やメ

ンバーと

もっとより

良い関係

になりたい

と思うよう

になった

より今の

仕事を頑

張ろうと思

うように

なった

リスクを恐

れず、新

しいことに

チャレンジ

したいと思

うように

なった

社会課題

に関心を

向け、より

社会に貢

献したいと

思うように

なった

より会社

に貢献し

ようと思う

ようになっ

た

その他 自分の考

え方や価

値観に変

化はない

全体 N=315 25.7 22.2 19.7 14.6 14.3 12.1 10.8 10.5 10.5 9.8 9.5 7.9 6.3 5.7 0.3 31.4 

20代 N=54 24.1 16.7 25.9 11.1 16.7 11.1 9.3 13.0 9.3 14.8 14.8 9.3 7.4 3.7  - 31.5 

30代 N=57 36.8 31.6 31.6 21.1 17.5 17.5 10.5 8.8 19.3 1.8 8.8 10.5 5.3 10.5  - 24.6 

40代 N=79 24.1 17.7 13.9 15.2 13.9 8.9 7.6 7.6 7.6 11.4 11.4 7.6 8.9 5.1 1.3 34.2 

50代 N=93 23.7 24.7 17.2 12.9 11.8 9.7 12.9 14.0 9.7 11.8 6.5 5.4 5.4 4.3  - 28.0 

60代 N=32 18.8 18.8 9.4 12.5 12.5 18.8 15.6 6.3 6.3 6.3 6.3 9.4 3.1 6.3  - 46.9 

(%)

0%

10%

20%

30%

40%

50%

全体 20代 30代 40代 50代 60代



▮提言
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• コロナ禍が落ち着き、多くの会社がが出社中心、リアル中心の働き方に戻っている。加えて、
仕事の量がコロナ禍以前に戻り、業務に忙殺されている様子が伺えた。この傾向は特にマネ
ジャーが顕著に現れているが、組織全体として余白が減っている様子が伺えた。

• コロナ禍を経ての価値観の変化から類推すると、世代間によりライフとワークのバランスにGAP
があることが再確認できた。また、勤務も出社を前提とするか、リモートワークを中心とするかで
世代間にGAPが生じていた。このような多様な価値観をまとめるマネジャーのマネジメント負
荷は更に高まっており、余白が減っているだろう。

• だからこそ、マネジャーと部下の対話、さらには同僚同士の対話でも目の前の仕事の話だけで
はなく、社会の未来、個人や会社の将来のことを話す時間をあえて作る必要があると考え
る。なぜならば、未来の対話がないと近視眼的な発想が強まり、視野が狭くなってしまう可
能性が高いからだ。

• 将来のことを考える余白がないと、未来に希望が持てない状況が続くだろう。そうすると、
会社へのエンゲージメントは下がり、組織力は弱くなってしまうのではないだろうか。それがあ
らゆる会社で連鎖することで、最終的には日本の停滞感は強まる可能性があると危惧する。

• 今こそ、会社、組織、個人で大きな企てを考えることが必要な時期ではないだろうか。



■調査形式 インターネット調

■調査地域 全国

■調査対象者（①～③and条件）

①従業員数300人以上の民間企業の従業員

②正社員

③オフィスワーク勤務者

■サンプル数 合計315s

  ※係長相当/一般社員のみ年代による均等割付を行っている

■実査期間    2024年5月16日 ～18日

部長相当 課長相当 係長相当 一般社員

35 68 37 175

■調査概要

製造業(その他)

ソフトウェア・情報サービス業

金融業

卸売・小売業

サービス業

製造業(AV・家電・電気機械器具)

製造業(自動車・輸送機器)

建設業

製造業(食料・飲料(酒類除く))

運送・輸送業

保険業

製造業(石けん・医薬品・化粧品)

電気通信業

電気・ガス・熱供給・水道業

その他

17.5

11.1

9.2

6.3

7.0

7.3

6.3

4.1

4.1

4.1

3.2

2.9

2.9

2.2

7.6

0% 10% 20% 30%

営業

生産／製造

一般事務／営業事務

総務

情報システム・保守・運用

営業企画／商品企画

研究／開発

財務／会計／経理

エンジニア/プログラマー

品質管理／検査

カスタマーサポート

生産技術／生産計画

経営企画／事業企画

人事

その他

20.3

8.9

7.3

7.0

7.0

6.7

6.7

6.3

4.4

4.1

3.8

3.8

3.5

2.5

7.6

0% 10% 20% 30%

全体 N=315

部長相当

11.1

課長相当

21.6

係長相当

11.7

一般社員

55.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

200万円未満

200万円以上

400万円以上

600万円以上

800万円以上

1000万円以上

1200万円以上

1500万円以上

2000万円以上

わからない・答えたくない

2.2

15.2

27.0

16.2

14.0

6.3

3.5

0.3

0.3

14.9

0% 10% 20% 30%

全体 N=315

東北

北海道

3.8

関東

45.4

中部

16.5

近畿

18.1

中四国

九州

16.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 N=315

300-499人

11.4

500-999人

20.0

1,000-

2,999人

21.9

3,000-

9,999人

16.5

10,000人

以上

30.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 N=315

20代

17.1

30代

18.1

40代

25.1

50代

29.5

60代

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　全　　　体 N=315

男性

78.4

女性

21.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

所在地

性別

N=315 N=315

N=315

役職 従業員規模

年代

職種 業種 個人年収

平均年収 648万円

平均年齢 44.8歳

●対象者属性
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